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の日常生活への浸透によって，大衆の聞に画一的な視覚が形成されていく o H ・オズボーンは現代芸
術の徴表として「芸術家の作為の否定」を指摘するが，それはまさしく，現代の大衆社会において図








インの領域もまた， 日常生活に根ざす新たなアプローチを必要とするo 1970年代から 80年代の芸術動










がN. Pevsner," Pioneers of Modern Design" (1949) ，あるいはまた R. Banham , " Theory and 
Digns in the First Machine Age" (1960) がよく知られているo しかしその記述はいずれも，従来
の「モダン・デザイン」の歴史の枠組みを越えるものではなかった。何よりもこの研究の独創的な点
は，おそらく内外でもまだ試みられたことのない，ポスト・モダンと呼ばれる今日的状況をも視野に
収めて，二十世紀デザインの流れを通観しようという企てにあるといえよう。
いわゆるモダン・デザインについては，これまではもっぱら美学的な脈絡における造形理念， ある
いはそれに基づく視覚的構造の重要性のみが強調されすぎてきたように思われる。筆者はまず日常的
現実に傾斜していく芸術の今日的動向を踏まえ，そこから大衆とのコミュニケーションという視点に
立って，モリスを原点とする「生活芸術」としてのデザインの社会的意義を歴史的に間い直そうと試
みている。本論文は，こうした既成の観念に捉われない自由な発想によって論が進められているO
論文の前半はデザイン芸術におけるモダニズムの問題を取り上げているが， r機械芸術」としての
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造形思想を一面的に批判するのではなく，またデザインという狭い限定された領域に議論を閉じ込め
ることなく，美学，芸術学，文化史，心理学，社会学の諸分野を横断する広い視野から新資料を駆使
してモダン・デザインの動きを再検証し，そこからデザインの現在に通じる問題の糸口を探ろうとし
ているO さらに加えて本論文には，注目すべきもう一つの特色がある。それは，筆者が単なる理論家
ではなく，同時に芸術工学という実際に最先端の映像機器を用いて作品を創造する仕事にも長年携わっ
てきた，経験と実績に基づく問題の分析である O この斬新な視点の導入によって論証はさらに，従来
の抽象論には到底求めがたい，具体的な説得力を持つものとなっているO
本論文がその独創性において評価さるべきであるとすれば，それは論文のタイトルにもなっている
「メディア時代の芸術J，そしてその芸術を特質づけている「網目構造の映像」を中心に取り扱った後
半部であろう。 1960年代のポップ・アートに始まる「ポスト・モダン」とも呼ばれる， この現在進行
形の芸術について，ましてやデザインの領域においては，現時点でその動向や現象を読み説く確とし
た定説はまだなし、。筆者は本論文で，この未開拓な領域，いまだ不確定な時代を解読する論理を構築
していくうえでヒントとなった論考をいくつか挙げているが，すでに論文内容の要旨で言及した， 日
常的生活世界の芸術への浸透，その要因としての構造化された映像メディアの働き，その結果，かつ
てのオーラを帯びた「芸術」という視点からは一段低いマイナーな芸術と見なされてきたデザイン芸
術が，その地位を逆転して現代そのものをシンボライズする芸術として浮上してくるという，卓抜な
論理の組み立ては，まさしく筆者の透徹した独創的な見解に基づくものであるO これらの問題へのア
プローチ，あるいは切り口は，現代の情報理論，また構造主義の理論を縦横に駆使した鮮やかなもの
である。
以上，本論文がその問題提起においていかに価値ある研究であるか，その卓越した諸点を列挙した
が， しかしなお若干の問題点が指摘される。すでに何度も述べたように，筆者の問題意識は後半部に
おいて示されるo しかしこの部分が取り扱うのが，現代の芸術状況というなお不確定な要素を残す領
域だけに，時として問題意識が先行しすぎて論証として必ずしも十分とはいえない部分もないわけで
はない。またそこに使用される用語や概念が指示するところが不分明で文脈が捉えがたく，文章表現
としていささか生硬で晦渋なところも見受けられる。といっても，そのいずれも本論文全体のすぐれ
た評価を損なうものではありえなし、。本論文はわが国で、はかつてだれも企てたことのなかった，スケー
ルの大きい「近代デザイン通史」の試みであるとともに，またデザイン芸術の本質を，今日的意識に
基づいて多角的に究明し分析した画期的な研究として高く評価される。この吉積健氏提出の論文は近
代デザイン理論の研究の分野に新しい地平を開いたすぐれた業績であり，博士(文学・論文)の学位
申請論文として十分な価値を有するものとして， これを認定するものであるo
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